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全国主要マラソン大会における傷病者レジストリー構築の試み

An attempt at building a patient registry system in major marathon races in Japan
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Ⅰ．は　じ　め　に

マラソン競技は心停止のリスクの高いスポーツ
と認識されており 1）、近年のマラソン大会参加者
数の増加はそのまま大会中でのマラソンランナー
の心停止事故の増加となっている。しかし、マラ
ソン大会で発生する心停止事故は新聞記事等に記
載されない限り公表されることはなく、国内のマ
ラソン大会で年間何件の心停止事故が起きている
かは知る術がないのが現状である。

また、最近ではマラソン大会運営者の安全管理
や救護体制にも高いクオリティが求められるよう
になってきている。従来のマラソン大会の救護体
制は５～10kmおきに救護所が設置されるのみで
あるのが主流であったが、東京マラソンなどの主
要マラソン大会でのモバイル隊（１～２kmおき
に配置される自転車隊）の活用によって、心停止
となったランナーに対するAEDの早期使用から
救命例が増加し、マラソン大会の救護体制は転換
期に突入した 2）。しかし、この待ち迎える救護か
ら傷病者のもとへと向かう救護への転換により新
たな課題が生じた。すなわち倒れた傷病者に対し
救護スタッフを迅速に接触させるためのシステム
を構築する必要性が生じたのである。そこで、本
研究ではマラソン大会で発生する傷病者情報を収

集するためのレジストリーシステムの構築と救護
スタッフの位置情報をリアルタイムに把握し傷病
者発生場所に一番近い救護スタッフを向かわせる
ことができるスマートフォンアプリを株式会社ア
ールビーズと共同開発しその効果を検証した。

Ⅱ．目　　的

救護スタッフの位置情報を GPSを用いてリア
ルタイムに把握でき、また傷病者情報を登録する
ことができるスマートフォンアプリを開発し、そ
の効果を検証することを目的とした。

Ⅲ．方　　法

救護スタッフの位置情報をリアルタイムに把握
でき、なおかつ傷病者情報の入力ができることで
大会本部でリアルタイムに傷病者の情報が把握
し、かつマラソン大会で発生する傷病者情報のレ
ジストリーを行うことのできるスマートフォンア
プリ「救護navi」を株式会社アールビーズと共同
開発し、平成 26年度に国士舘大学が救護活動を
実施したマラソン大会においてその効果を検証し
た。（図１）
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Ⅳ．結　　果

・GPSを用いた救護スタッフの位置情報確認シ
ステムの効果

「救護navi」を導入したことによって、それま
で通報者から連絡のあった傷病者の位置情報を紙
の地図で確認し、それから各救護スタッフの位置
情報を電話をかけて確認し、一番近くにいる救護
スタッフを向かわせるというシステムであったも
のが、リアルタイムに各救護スタッフの位置情報
を把握できるようになったことによって、傷病者
の位置情報が確認できた段階ですぐに一番近くに
いる救護スタッフを向かわせることができるよう
になった。（図２）

・傷病者情報のレジストリーシステムの効果
「救護navi」には救護スタッフの位置情報の把

握だけでなく、傷病者情報の入力機能を搭載した。
それにより、傷病者情報をリアルタイムに大会本
部で把握できるだけでなく、大会で発生した傷病
者情報のファイルをアウトプットすることによ
り、マラソン大会で発生する傷病者情報とその傾

向を把握することが可能となった。

・ 平成26年度に国士舘が救護を行ったマラソン
大会の傷病者情報
国士舘大学が平成 26年度４月～12月に救護活

動を行ったマラソン大会 22大会で入力した傷病
者情報から救急車要請となった事案を抽出し検討
を行った。

１．種目別救急車要請時案数と傷病内容の内訳
22大会で救急車要請となった事案は11例であっ

た。種目別にみると、フルマラソンが４例（36.4
％）、ハーフマラソンが４例（36.4％）、その他の
レースが３例（27.3％）であった。傷病内容の内
訳をみると、心肺停止が２例（18.2％）、意識障

図１　「救護navi」ホーム画面

図２　救護スタッフ（青印）の位置情報

図３　傷病内容の内訳
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害（熱中症疑い）が４例（36.4％）、意識障害（そ
の他）が２例（18.2％）、めまいが１例（9.1％）、
下肢筋痙攣が２例（18.2％）であった。（図３）

２．男女別の傷病者発生割合
22大会で救急車要請となった 11例の性別をみ

ると、男性が９例（81.8％）、女性が２例（18.2％）
であった。（図４）

３．年代別の傷病者発生割合
22大会で救急車要請となった 11例の年代をみ

ると、20 歳代が２例（18.2％）、30 歳代が０例、
40歳代が５例（45.5％）、50歳代が０例、60歳代
が２例（18.2％）、不明２例（18.2％）であった。

（図５）

４．傷病者発生場所
22大会で救急車要請となった11例のうち、フル

マラソン及びハーフマラソンで発生した８例のそ
れぞれの発生場所をみると、フルマラソン（n＝4）
では25.5±7.5km地点で発生していた。ハーフマ
ラソン（n＝4）では18.1±2.2km地点で発生して
いた。

Ⅴ．考　　察

マラソン大会でのモバイル隊（１～２kmおき
に配置される自転車隊）の有効活用に特化したス
マートフォンアプリである「救護navi」を株式会
社アールビーズとの共同開発によって開発し、実
際にマラソン大会の救護活動で使用し、その効果
を検証した。

救護スタッフに「救護navi」をインストールさ
せたスマートフォンを持たせ、コース上に配置す
ることにより、GPS情報からリアルタイムに救護
スタッフの位置情報を大会本部で知ることができ
るようになった。そのため、傷病発生の連絡から
早期に救護スタッフを向かわせることが可能とな
り、心肺停止の際の早期の心肺蘇生、AEDを用
いた早期の除細動にも有効であることが示唆され
た。

また、「救護navi」は傷病者情報の入力機能が
搭載されており、傷病者情報を入力することで大
会本部でリアルタイムにマラソン大会の傷病者情
報を把握することができ、なおかつファイルをア
ウトプットすることによりそのマラソン大会での
傷病者記録を容易に一覧として残すことが可能と
なった。

国内の主要マラソン大会でこの「救護navi」を
使用し救護活動及び傷病者情報の入力を行うこと
ができれば、マラソン大会で発生する傷病者の発
生頻度や傷病の傾向を蓄積することができ、更な
る救護体制の改善に有効に用いられるのではない
かと考えられた。

図５　年代別の傷病者発生割合

図４　男女別の傷病者発生割合
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Ⅵ．ま　と　め

救護スタッフの位置情報を GPSを用いてリア
ルタイムに把握でき、また傷病者情報をレジスト
リーすることができるスマートフォンアプリ「救
護navi」を開発し、その効果を検証した。「救護
navi」を使用することにより、傷病者に早期に救
護スタッフを向かわせることができ、なおかつ傷
病者情報のレジストリーからマラソン大会での傷
病の頻度や傾向を容易に解析することが可能とな
った。
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